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野を 8 単位、音楽療法の関連分野（教育、福祉、医学・看護、心理）を 12 単位、及び音楽
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療法の実習を 3 単位、合計で 41 単位以上６）に加え、教養関連科目 12 単位以上を取得し、
該当機関を卒業することが称号授与の条件とされている７）。アメリカではアメリカ音楽療
法学会が認定している単一の音楽療法士資格があり、認定に関しては四年間かそれ以上の
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込となった短大生 19 名に質問紙調査を行った。平均年齢は 25.05 歳であった（シニア学
生、社会人経験を有する学生を含む）。19 名のうち、男性は 2 名、女性は 17 名であった。
対象者のうち 17 名は音楽療法教育課程以外の教育課程を並行して履修していた。17 名の
うち 12 名は、保育者養成の教育課程、3 名が栄養士等養成の教育課程、2 名が養護教諭養
成の教育課程に属していた。対象者 19 名のうち 2 名は、音楽療法士養成の教育課程にの
み属していた。  
（２） 調査の時期 
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 対象者の卒業後の進路は、19 名のうち 16 名が就職予定であり、職業は保育士あるいは
幼稚園教諭 10 名、栄養士２名、音楽療法士（児童領域）１名、施設職員（児童領域）１名、
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術」と「気になる子、障がい児・者についての理解・対人技術」の項目が挙げられ、両項
目ともに 14 人（73.7％）であった。続いて「仲間と協力する力、チームで働く力」が選択
され、13 人（68.4％）であった。この上位の四項目は、回答した学生 19 名のうち、半数
以上が選択した項目であった。 
 
表１ 音楽療法を学んで習得あるいは高めることができたと感じること  
回答の選択項目 人数（人） 割合（％） 
音楽（ピアノ、歌など）の知識・技術 15 78.9 
音楽療法の知識・技術 14 73.7 
気になる子、障がい児・者についての理解・対人技術 14 73.7 
仲間と協力する力、チームで働く力 13 68.4 
考え、計画する力 8 42.1 
人とコミュニケーションを取る力 8 42.1 
高齢者についての理解・対人技術 7 36.8 
人を援助するための知識・技術 6 31.6 
記録する力、書いて伝える力 6 31.6 
自ら取り組み、実行する力 5 26.3 
複数回答可  
 








表２ 音楽療法で習得したことが役立つと思うか  
選択項目 人数（人） 割合（％） 
とても役立つと思う 9 47.40 
役立つと思う 10 52.60 
わからない 0 0 
役立たないと思う 0 0 
全く役立たないと思う 0 0 
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項目は、回答した学生 19 名のうち、半数以上が選択した項目となった。  
 
表３ 音楽療法で習得したことの中で、卒業後に役立つと思うこと  
回答の選択項目 人数（人） 割合（％） 
気になる子、障がい児・者についての理解・対人技術 14 73.7 
仲間と協力する力、チームで働く力 13 68.4 
音楽（ピアノ、歌など）の知識・技術 12 63.2 
人とコミュニケーションを取る力 10 52.6 
音楽療法の知識・技術 9 47.4 
自ら取り組み、実行する力 9 47.4 
考え、計画する力 7 36.8 
人を援助するための知識・技術 7 36.8 
記録する力、書いて伝える力 6 31.6 
高齢者についての理解・対人技術 5 26.3 
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Junior College Students’ Self-Evaluation and Expected 






  This paper examines the effect of two-year music therapy educational training on 19 
junior college students through their self-evaluation of their competencies and also 
their expectations of the utility of their competencies after graduation from college. 
Although most of the subjects would not become music therapists, all the subjects felt 
that what they had gained from the music therapy educational program will be useful 
in their future. Regarding the obtained competencies, “music related knowledge and 
skills such as piano or vocal skills,” “music therapy related knowledge and skills ,” 
“skills to understand and support children with special needs” and “collaboration skills 
with colleagues and skills to work as a team” were selected by more than half of the 
subjects. Regarding the competencies that will be useful in the future, “skills to 
understand and support children with special needs,” “collaboration skills with 
colleagues and skills to work as a team,” “music related knowledge and skills such as 
piano or vocal skills” and “communication skills” were the four competencies that more 
than half of the subjects chose. These results showed that through learning music 
therapy, the subjects felt that they had obtained music related skills, skills to 
understand and support others, and skills to collaborate with others. Last, they felt 
that those skills will be useful in the future. 
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